

















お わ り に
は じ め に
加害者が損害を引き起こしたとき，その者は，この損害を賠償する義務を負
































⚑） Jean-Pierre Dintilhac（1943-2014）はフランスの裁判官で，元破毀院第 2民事部の部長であ
る。
⚒） Groupe de travail dirigé par Jean-Pierre Dintilhac, Rapport du groupe de travail chargé
dʼélaborer une nomenclature des préjudices corporels, 2005.
https: //www. ladocumentationfrancaise. fr/var/storage/rapports-publics/064000217. pdf（2019
年 09 月 10 日アクセス）
⚓） 中村紘一・新倉 修・今関源成監訳『フランス法律用語事典〔第 3版〕』（三省堂，2012 年）。























（1-3・完）」法学雑誌（大阪市立大学）54 巻 1 号 301 頁以下，2 号 1178 頁以下，3 号 1428 頁以
下（2007-2008 年），同「フランス人身損害賠償と Dintilhac レポート 非財産的損害の賠償が
示唆するもの 」龍谷大学社会科学研究年報 40 号 148 頁以下（2010 年），同「人身侵害におけ
る非財産的損害の賠償 フランス法を対象として 」交通法研究 39 号 121 頁以下（2011 年），
同「フランス法における非財産的損害の把握 人身損害賠償における項目設定に着目して 」
私法 76 号 169 頁以下（2014 年），同「不安状況を理由とする被害者の非財産的損害の賠償 フ
ランス・テロ事件を契機とする司法省提出レポートを中心に 」經濟研究（大阪府立大学）64




avant consolidation - DSA）という損害が認められる。
第二に，事故によって，症状が固定するまで被害者が仕事を休まなければな
らず，収入が減った場合，症状固定前の逸失利益6)（Pertes de gains profession-
nels avant consolidation - PGPA）という損害が認められる。
第三に，事故の後，被害者は日常生活に不都合が生じて介護人を雇った場











（Dépenses de santé après consolidation）という損害が認められる。
⚕） COREIDOC（Commission de Réflexion sur lʼ Évaluation et lʼIndemnisation du Dommage
Corporel：人身損害の評価と賠償に関する検討委員会） Lettre dʼinformation numéro 9 - Les
dépenses de santé actuelles, 2016. 人身損害の評価と賠償に関する検討委員会は，保険会社，再





de-santé-actuelles-SEPTEMBRE-2016.pdf（2019 年 09 月 15 日アクセス）
⚖） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 11 - Les pertes de gains professionnelles actuels.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
⚗） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 10 - Les frais divers, 2016.
https: //www. aredoc. com/wp-content/uploads/2017/11/Lettre-COREIDOC-n° -10-Les-frais-div








場合），家の改装費10)（Frais de logement adapté- F.L.A.）という損害が認められ
る。
第三に，身体の障害のため，以前使用していた車が使えなくなって，障害者
用の車を買う場合，福祉車両費11)（Frais de véhicule adapté- F.V.A.）が認められ
る。
第四に，事故によって被害者が生涯にわたり介護が必要となる場合，恒久的
な介護費用12)（Assistance permanente par tierce personne）が認められる。
第五に，被害者が事故によって前の仕事できなくなり，収入の減少があった







⚙） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 12 - Les dépenses de santé futures, 2017.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n12/（2019 年 09 月 15 日
アクセス）
10） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 20 - Les frais de logement adapté, 2018.
https: //www. aredoc. com/index. php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-20-les-frais-de-logeme
nt-adapte-fla/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
11） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 26 - Les frais de véhicule adapté, 2018.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-26-les-frais-de-vehicule-
adapte-fva/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
12） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 28 - Lʼassistance par tierce personne, 2019.
https: //www. aredoc. com/index. php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-28-lassistance-par-tier
ce-personne/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
13） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 27 - Pertes de gains professionnels futurs, 2019.
https: //www.aredoc. com/index.php/publication/lettre-n-27-les-pertes-de-gains-professionnels-
futurs/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
14） Cass. 2ème civ., 9 avril 2009 N° 08-15.977.
15） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 15 - Lʼincidence professionnelle, 2017.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-15-lincidence-profession






sitaire ou de formation）が認められる。控訴院の算定表17)によると，留年の場
合，小学生は約 5000 ユーロ（約 60 万円18)），中学生は約 8000 ユーロ（約 96 万











fonctionnel temporaire - DFT）という損害が認められる。この損害は，5つの等
級に分けらている。5番目の等級は最も深刻な等級で，被害者が入院した時に
使われている。5 等級が 100％で，1ヶ月最低賃金の半分より若干少なめの額
16） COREIDOC- Lettre dʼ information numéro 25 - Le préjudice scolaire universitaire et de
formation, 2018.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-25-le-prejudice-scolaire-
universitaire-ou-de-formation-psuf/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
17） Cours dʼappel de Agen, Angers, Bordeaux Grenoble, Limoges, Nîmes, Orléans, Pau, Poitiers,
Toulouse, Versailles et Basse-Terre - Référentiel indicatif régional de lʼ indemnisation du
préjudice corporel, quatrième édition, 2011.
https: //cgavocats. fr/contenu/uploads/referentiel_AGENANGERSBORDEAUXGRENOBLELI
MOGESNIMESORLEANSPAUPOITIERSTOULOUSEVERSAILLES_novembre_2011. pdf（2019
年 08 月 11日アクセス）
18） 1 ユーロ＝ 120 円で計算している（2019 年 9 月 30 日現在の為替レートは，1ユーロ＝約 118
円）。以下同様である。
19） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 16 - Le déficit fonctionnel temporaire, 2018.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-16-le-deficit-fonctionnel-
temporaire-dft/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
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この場合，被害者は一時的な身体の機能不全の名目で，600 ユーロ＋ 6 ×













20） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 21 - Le préjudice esthétique temporaire, 2018.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre-n-21-le-prejudice-esthetique-temporaire-





恒久的な身体の機能不全22)（Déficit fonctionnel permanent - D.F.P.またはAtteinte










定医師が評価するパーセンテージは 25 パーセントぐらいである。30 歳，25 パ
ーセントの場合の 1 パーセント当たりの価値は 1720 ユーロである。したがっ
て，被害者は 25 × 1720 ユーロ＝ 43000 ユーロ（約 516 万円）受け取ることが
できる。
第二に，被害者が身体的精神的な苦痛を生涯にわたってこうむることになる




ている。1 等級が軽傷でも軽い場合で約 1500 ユーロ未満，2 等級が軽傷で
1500 ユーロ以上 3000 ユーロ未満，3等級が 2等級より重い軽傷で 3000 ユーロ
22） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 17 - Le déficit fonctionnel permanent, 2018.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-17-le-deficit-fonctionnel-
permanent-dfp/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
23） Cass. 2ème civ., 28 mai 2009, n° 08-16.829.
24） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 19 - Les souffrances endurées, 2018.
https: //www. aredoc. com/index. php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-19-les-souffrances-end
urees-se/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
25） Cours dʼappel de Agen, Angers, Bordeaux Grenoble, Limoges, Nîmes, Orléans, Pau, Poitiers,
Toulouse, Versailles et Basse-Terre, ibid..
https: //cgavocats. fr/contenu/uploads/referentiel_AGENANGERSBORDEAUXGRENOBLELI
MOGESNIMESORLEANSPAUPOITIERSTOULOUSEVERSAILLES_novembre_2011. pdf（2019
年 08 月 11日アクセス）
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以上 6000 ユーロ未満，4等級が中程度の傷害で 6000 ユーロ以上 10000 ユーロ
未満，5等級が重傷の中でも軽い場合で 10000 ユーロ以上 17000 ユーロ未満，
6 等級が重傷で 20000 ユーロ以上 30000 ユーロ未満，7 等級が重傷の中でも重
たい場合で 30000 ユーロ以上となる。
第三に，事故の後，被害者は障害者になり，以前していたレジャーができな















第六に，性的損害28)（prejudice sexuel - P.S.）という損害がある29)。この損害
の項目はさらに，外見の損害，性欲を失った損害，産むことができなくなった
26） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 14 - Le préjudice dʼagrément, 2017.
https://www.aredoc.com/wp-content/uploads/2017/08/Lettre-de-la-COREIDOC-N° 14.pdf（2019
年 09 月 15日アクセス）
27） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 22 - Le préjudice esthétique permanent, 2018.
https: //www. aredoc. com/index. php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n-22-le-prejudice-estheti
que-permanent-pep/（2019 年 09 月 15 日アクセス）
28） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 18 - Le préjudice sexuel, 2018.
https: //www. aredoc. com/wp-content/uploads/2018/04/LETTRE-N°-18-AVRIL-2018-PS. pdf
（2019 年 09 月 15 日アクセス）
29） この損害を最初に認めた判例として，以下のものを参照。Cass. crim., 18 novembre 1992, n°





1 に，エクス・アン・プロヴァンス控訴院 2008 年 12 月 16 日判決30)は，38 歳
の外傷性脳損傷の被害者に，性的損害として 15000 ユーロ（約 180 万円）の賠
償を認めている。第 2 に，エクス・アン・プロヴァンス控訴院 2008 年 11 月






合，家庭を築けなくなった損害32)（Préjudice d`établissement - P.E.）が認められ









30） Cour dʼappel dʼAix en Provence, 16 décembre 2008（07/16264）.
31） Cour dʼappel dʼAix en Provence, 15 octobre 2008（n° 07/11155）.
32） COREIDOC- Lettre dʼinformation numéro 13 - Le préjudice dʼétablissement, 2017.
https://www.aredoc.com/index.php/publication/lettre-de-la-coreidoc-n13/（2019 年 09 月 15 日
アクセス）
33） Cour dʼappel dʼAix en Provence, 15 octobre 2008（n° 07/11155）.
34） COREIDOC- Lettre dʼ information numéro 23 - Les préjudices permanent exceptionnels,
2018.
https://www.aredoc.com/wp-content/uploads/2018/10/Lettre-de-la-COREIDOC-n°-23-PPE.pdf
（2019 年 09 月 15 日アクセス）
35） COREIDOC- Lettre dʼ information numéro 24 - Les préjudices liés à des pathologies
évolutives, 2018.
https://www.aredoc.com/wp-content/uploads/2018/10/Lettre-de-la-COREIDOC-n°-24-PEV.pdf
（2019 年 09 月 15 日アクセス）









































次のような例を考えてみよう。X（42 歳）が交通事故で死亡した。X は Y
（46 歳）と婚姻していた。X には子 A（男，15 歳）と B（女，12 歳）がいた。X
の年収は 32000 ユーロであり，Yの年収は 26000 ユーロであった。
事故の前の家庭の年収は，32000 ユーロ＋ 26000 ユーロ＝ 58000 ユーロとな
る。この場合，X の生活費は，58000 ユーロ× 20％＝ 11600 ユーロと算定さ
れる。近親者の減収は 58000 ユーロ－ 11600 ユーロ－ 26000 ユーロ＝ 20400 ユ





は，Yが夫婦の年長者なので，42 歳ではなく 46 歳の係数を用いる。子の減収
額は，子が独立する予定の年齢までとなる。この年齢は社会の環境により変動
する。






子⚑人の夫婦 25-30％ 75-80％ 20-25％
子 2人の夫婦 20-25％ 60-70％ 15-20％
子 3人の夫婦 15-20％ 60-70％ (30-40％)/子供の人数
先の例の場合，近親者の減収額は，年間の総額が 20400 ユーロである。その
うち，Yが 70％を受け取り，子がそれぞれ 15％ずつ受け取る。46 歳の女性の
終身定期金を一括払いに修正する係数は 21.905 である。したがって，Y は
20400 ユーロ× 70％× 21.905 ＝ 312803.40 ユーロ（約 3753 万 6400 円）受け取
る。男子Aが 23 歳になるまで定期金を一括払いに換算する係数は 7,008 であ
る。したがって，A は 20400 ユーロ× 15％× 7.008 ＝ 21444.48 ユーロ（約
257 万 3300 円）受け取る。女子 B が 23 歳になるまでの定期金を一括払いに換
算する係数は 9.257 である。したがって，Bは 20400 ユーロ× 15％× 9.257 =














20 000 30 000 ユーロ（240 万円 360 万円）
40％ 60％の増額
15 000 20 000 ユーロ（180 万円 240 万円）




20 000 30 000 ユーロ（240 万円 360 万円）




9 000 12 000 ユーロ（108 万円 144 万円）




11 000 14 000 ユーロ（132 万円 168 万円）




11 000 14 000 ユーロ（132 万円 168 万円）
7 000 10 000 ユーロ（84 万円 120 万円）






















られる。二つの裁判例を紹介しよう。リヨン控訴院 2012 年 3 月 15 日の判
決37)では，22 歳男性の直接被害者が両肢麻痺になった事案で，両親に 30000
36） Cours dʼappel de Agen, Angers, Bordeaux Grenoble, Limoges, Nîmes, Orléans, Pau, Poitiers,
Toulouse, Versailles et Basse-Terre, ibid..
https: //cgavocats. fr/contenu/uploads/referentiel_AGENANGERSBORDEAUXGRENOBLELI
MOGESNIMESORLEANSPAUPOITIERSTOULOUSEVERSAILLES_novembre_2011. pdf（2019
年 08 月 11日アクセス）
37） CA Lyon, 15 mars 2012, n° 09/04140.
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ユーロ（約 360 万円），姉に 16000 ユーロ（約 192 万円）の賠償が認められた。
ポワチエ控訴院 2012 年 3 月 28 日判決38)では，81 歳女性の直接被害者に記憶
障害が生じた事案で，娘に 7000 ユーロ（約 84 万円），娘婿に 7000 ユーロ（約
84 万円），孫に 100 ユーロ（約 1 万 2000 円），孫ではなく娘が育ている子に 100




害が認められる場合がある。このような場合に，ポワチエ控訴院 2012 年 5 月









合にこの損害項目が認められる。2015 年と 2016 年のテロ事件の後，FGTI
（テロの被害者とその他の犯罪の被害者に補償するための基金）は，この損害の填
補を認めた41)。
38） CA Poitiers, 28 mars 2012, n° 10/04365.
39） CA Poitiers, 16 mai 2012, n° 10/02609.
40） この特別損害はパリ弁護士会が請求し，政府が認めたものである。この損害については，以
下の文献を参照。Barreau de Paris, Groupe de contact des avocats de victimes du terrorisme,
Livre blanc sur les préjudices subis lors des attentats, 2016. http: //www. avocatparis. org/
system/files/editos/barreauparis_livreblanc_victimes.pdf（2019 年 09 月 22 日アクセス）
41） FGTI, Communiqué de presse du FGTI portant sur les Préjudices dʼangoisse et dʼattente des































42） 破毀院第 2 民事部 2005 年 4 月 21 日判決（Cass. 2ème civ., 21 avril 2005 n° 04-06.023）は，
裁判官は算定表を尊重する義務がなく，専権的に損害賠償額を決定する旨判示している。
43） 破毀院第 2民事部 2012 年 11 月 22 日判決（Cass, 2ème civ., 22 novembre 2012 n° 11-25.988）
は，算定表を引用するのみで，諸事情を考慮して損害を評価しなかった控訴院判決を破毀した。





44） 人身損害の賠償を改正するため法案（Proposition de loi visant à améliorer lʼindemnisation
des victimes de dommages corporels. ルフラン法案といわれる）は，2010 年 2 月 16 日に国民
議会で可決されている（TA req. n° 419）。この法案の 2 条では，統一的な医学的な算定表をも
うけることとしていた。
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